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Abstract: The Higher 1 to 3 terraces and Middle 1a,  and 1b, 2 terraces are widely distributed in the 
Chita Peninsula. The oldest terrace deposits (higher terrace 1 deposits) and the second oldest terrace 
deposits (higher 2 terrace deposits) had been put into one formation (Taketoyo Formation) in previous 
studies. The higher 1 terrace deposits are interglacial fluvial deposits, its depositional surface is mostly 
dissected. The higher 2 terrace deposits are composed of lower fluvial deposits and upper marine depos-
its, and they make a clear depositional surface. The higher 3 terrace (the Kamezaki terrace) deposits 
consist of one or two marine layers and fluvial layers. The middle terraces are subdivided to the middle 
1a, middle 1b and middle 2 terraces. The middle 1a terrace is mainly marine terrace which consist of 
valley-fill marine deposits and overlapping inner-bay to coastal deposits, partly consists of gravel ve-
neer overlapping the former wave-cut platform. The middle 1b terrace deposits consist of the terrestrial 
deposits, and they overlap upon the middle 1a terrace deposits. The middle 2 terrace mainly consist of 
thin marine gravel deposits. It is probable that the higher 2 and 3 terrace deposits are correlated to the 
interglacial members in the Ama Group beneath the Nobi Plain, and the middle 1a terrace deposits are 
correlated to the Atsuta Formation in the Nobi Plain, but it is still uncertain. The marine mud layer in 
the middle 1a terrace deposits is widely distributed, and it is a useful key horizon for reference of tec-
tonic movements.
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要　旨

　知多半島には，高位（1 ～ 3）段丘～中位 1a，1 ｂ，

2 の更新世段丘が広く発達する．このうち，最古期の高

位１段丘と，その次の高位 2 段丘の構成層は，従来武

豊層として一括されてきたものである．高位 1 段丘堆

積物は，河成の礫層からなる間氷期の地層で，堆積面

は広く開析されている．高位 2 段丘堆積物は，下部が

陸成で上部が海成の堆積物からなり，明瞭な段丘面を

構成する．高位 3 段丘（亀崎段丘）堆積物は，１層な

いし 2 層の海成堆積物と河成堆積物からなる．中位 1a
段丘は埋谷性の海成堆積物とそれにオーバーラップす

る内湾～海岸成の海成堆積物を主とする海成段丘を主

とするが，一部地域では波食棚を覆う薄い海浜成の礫

層からなる．中位 1b 段丘堆積物は，中位 1a 段丘堆積

物を覆う陸成層によって構成される．中位 2 段丘堆積

物は薄い海成礫層を主体とする．高位 2 及び高位 3 段

丘堆積物は濃尾平野地下の海部層に，中位 1a 段丘堆積

物は熱田層に対比される可能性が高いが，編年・対比

は確定していない．また，中位１a 段丘堆積物中の海成

泥層は広範囲に分布しており，地殻変動の変位基準と

して有効である．

1.　はじめに  

　知多半島には高位～中位段丘が広く分布し，これら

の段丘は更新統から構成されると考えられてきた． 知
多半島の更新統の研究は，小瀬（1929）が東海層群を

不整合に覆う武豊層を記載したことに始まる．その後

行われた，名古屋グループ（1969），牧野内（1975，
1980，1985），Makinouchi （1979），吉田・尾崎（1986），
近藤・木村（1987），岡田（1977，1988）の地質学的研

究において，知多半島の上部第四系は，武豊層と 1 段

の高位段丘を構成する（濃尾平野第四系研究グループ，

1977）高位段丘堆積物（亀崎段丘堆積物），中～低位段

丘堆積物と沖積層に区分されてきた．特に武豊層は牧

野内（1975，1985）によって詳細に研究され，伊勢丘

陵の見
けんとうやま

当山層（木村，1961）などの最高位段丘堆積物

層に対比されてきた（牧野内，1975）．また，牧野内（1980）
の詳細な調査により，武豊層より新期の段丘堆積物は，

高位・中位・低位の段丘堆積物群に区分され，地域間

の対比がなされた．その成果は，吉田・尾崎（1986），
近藤・木村（1987），岡田（1988）に踏襲されてきてい

る

　一方，詳細な地形解析を行った松田（1969）は，武
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豊層の堆積面である「武豊面」には，平坦面が明瞭に

存在する部分と明瞭な堆積面を欠き丘陵背面として追

跡できる部分があることを記し，国土地理院（1976，
1978）は，武豊面より低位の段丘面が高位面・上位面・

中位面・下位面に 4 区分されることを示した．国土地

理院（1976，1978）の高位面は，牧野内（1975，1985）
の武豊層分布域及び岡田 (1977) の武豊面の一部（明瞭

な平坦面が認められる部分）に相当し，同じく国土地

理院（1976，1978）の上位面は，松田（1969）や岡田

（1977）の亀崎面，牧野内（1980）で高位段丘に対比さ

れた富
ふ き

貴層，松田（1969）岡田（1977）の亀崎面及び

吉田・尾崎（1986）の亀崎段丘堆積物の段丘面に相当

する．また，小池・町田（2001）は武豊層が構成する

丘陵背面（武豊面）を MIS 11，高位段丘面（亀崎面）

を MIS 9 の海成段丘，中位段丘面（半田面）を MIS 5e
～ 5c の海成段丘として区分しているが，年代の根拠を

示していない．

　このように，従来の研究においては研究者間で高位

段丘の認定や堆積物の区分に相違があり，特に牧野内

（1975，1980，1985）や吉田・尾崎（1986），近藤・木

村（1987）の地質学的研究と，松田（1969），国土地理

院（1976，1978）の地形学的研究の間では段丘面の認

定や区分について見解が異なっていた．その背景とし

て，知多半島全域で戦前から人工地形改変がなされて

いることや，特に高位段丘は開析が進んで小さな台地

群に分断されていること，及び段丘崖の比高が小さく，

段丘面の識別が難しいこと，が挙げられる．

　また，後述するように従来「中位段丘」とされ，最

終間氷期の堆積物と考えられてきた野
の ま

間地区の段丘堆

積物から中期更新世のテフラ起源と考えられる火山ガ

ラスが見いだされているが，その後十分に検討されて

こなかったため，編年・対比には問題が残されていた．

　本調査では，堆積物の層相から堆積環境を復元する

とともに，花粉分析によって濃尾平野地下の標準層序

と対比することによって，段丘堆積物を編年・対比す

ることを試みた．その結果の一部は小松原（2020）に

よって，①従来武豊層とされていた地層が段丘崖によっ

て区分され，2 段の異なる地形面を構成する堆積物に分

けられること，②段丘堆積物の花粉分析を行ったこと，

が報告されたが，この報告には多くの記載ミスや矛盾

点が残されていた．

　そこで本報告では，小松原（2020）を全面的に見直し，

既往研究との関係や濃尾平野の基準層序との対比につ

いて再検討した上で，上部第四系の地質図を作成した

（第１図）．

  2.　調査手法

　本調査では，段丘面を構成する堆積物を特定するこ

とに留意して，1946 ～ 1948 年米軍撮影の空中写真を判

読し，国土地理院作成の 1969 年改測の縮尺 25,000 航空

写真測量地形図を基図として空中写真予察図を作成し

た上で，最新地形図に予察図を書き写して現地調査を

行った．同時に段丘の編年・対比を目的として，各段

丘を構成する堆積物中の細粒層から，花粉及びクリプ

トテフラ試料を採取し，それぞれの分析を行った．

花粉分析にあたっては，試料を KOH-HF- アセトリシス

法によって処理し，分離試料をグリセリンジェリーで

封入した後にカバーグラスの周囲をネイルエナメルで

封入し，プレパラートを作成した．花粉の形態観察と

同定には 600 倍の生物顕微鏡を用いた．亜属や種レベ

ルでの鑑別点が観察でき，科・属レベル以上の同定が

可能な産状の花粉粒については，それぞれを独立した

分類群として細分集計した．

　クリプトテフラ試料は，後述する中位 1a 段丘堆積物

中の「下部海成粘土層」とその上下位の粘性土質堆積

物について，上下（厚さ）方向に 5 ～ 10 cm ごとに，1
層準あたり約 10 cm3

の試料を連続採取した．その分析

にあたっては，試料を超音波洗浄機によって水洗した

後，115 ～ 250 メッシュの篩で捕捉される極細粒砂径の

粒子を選別し，双眼実態視顕微鏡によって火山ガラス

や輝石，角閃石などテフラ起源粒子の有無・含有量を

検討した．

3.　段丘堆積物の記載

　

　これまでの知多半島の段丘堆積物の調査では，段丘

堆積物及び段丘面上から確実に同定できる純層のテフ

ラは見出されていない．また，段丘面の対比に有効な

風成被覆堆積物も認められない．このため，小松原

（2020）や本報告など一連の調査では，赤～赤褐色（マ

ンセル色表示で 2.5 ～ 5YR）の表土を伴い，クサリレ

キを多く含む堆積物によって構成される段丘堆積物を

高位段丘堆積物，主として黄褐色（マンセル色表示で

7.5YR）の表土を伴い，クサリレキを少量含むか，ない

しはほとんど含まないものの，風化が進んだ礫を多く

含む段丘堆積物を中位段丘堆積物として記載する．

3.1　高位段丘

　小松原（2020）は露頭調査により，従来「武豊層（小

瀬，1929）」として一括されてきた地層が段丘崖で境さ

れる 2 つの地層に分けられることを示した．このうち

古い方の堆積物は明瞭な平坦面を構成していないが，

新しい方の堆積物は開析が進んでいるものの明瞭な平

坦面を構成している．後者の平坦面は国土地理院（1976，
1978）の高位面とほぼ一致する．本稿では前者を高位 1
段丘堆積物，後者を高位 2 段丘堆積物として記載する．
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第１図　知多半島の上部第四系地質図 .  

　　　　地図中に露頭番号（本文及び柱状図に記載）を記入した .

Fig. 1       Upper Quaternary geological map of the Chita Peninsula.
                Numbers of outcrops （described in the text and columnar sections）are noted.
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また，高位 2 段丘面とは比高 5 ～ 10 m 程度の明瞭な段

丘崖で境されて，低位置に高位 3 段丘が分布する．こ

れは松田（1969）により亀崎段丘と命名された高位段

丘に相当する．

　これらの知見に基づいて作成した上部第四系地質図

を第 1 図に，本調査で得た花粉分析結果を第 2 図（木

本植物花粉の花粉ダイアグラム）及び付表に示す．

3.1.1　高位 1 段丘堆積物

　知多半島のほぼ中央・武豊町別
べ っ そ

曽池西の露頭（第 3
図 H1- ③及び H2- ④）において，小瀬（1929）の武豊

層は比高 10 ～ 15m の段丘崖によって境されて，2 段の

異なる地形面を構成する地層に分けられることが明ら

かになった．このうち高位置にある古期の，礫層を主

体とする堆積物を高位 1 段丘堆積物とする．これは知

多半島の分水界付近の尾根上に，下位の東海層群を不

整合に覆って分布する．本層の分布域には明瞭な平坦

面は認めがたく，堆積物最上部の層相からも堆積面が

残されているとは言えないが，本稿では段丘堆積物と

して扱う．この地層は，牧野内（1975）の武豊層の下

部砂礫層に相当すると考えられる．

　本層は数 10 cm ～ 2 ｍ程度の間隔で成層した，礫層

及び砂層を主体としてシルト層を挟有する，層厚 10 ～

15 m の地層である（第 4 図）．

　礫層中の礫は漂白されたチャート礫が多く，このほ

か 10 ～ 20 ％程度の流紋岩礫，及び花崗岩や粘板岩・

砂岩など多種の礫からなり，亜円礫～円礫が多い．径

の大きな礫は流紋岩のものが多く，最大礫径は 30 cm
に達する．チャート以外の礫はクサリ礫となっている

ものが多い．礫層の基質は不淘汰な泥まじり砂～砂ま

じり泥からなる．礫層には，しばしば大型のトラフ型

斜交総理が認められるほか，最大径 40 cm に達するマッ

ドクラストが含まれる（第 5 図）．

　砂層は，基質として泥を含む不淘汰なアルコース質

細粒～粗粒砂からなり，しばしば細礫を含む．砂層に

はトラフ状ないし波状～平板状の層理が認められるこ

とが多い．

　シルト層は，砂層中にレンズ状に挟在するほか，最

上部に層状に分布する．シルト層は淘汰が悪く砂を含

むことが多い．また，場所によってクラックが発達する．

本堆積物の最上部は赤色ないし黄褐色を呈することが

多いが，尾根上の露頭の最上部は様々な堆積物からな

ることから，堆積面が保存されているとは考えにくい．

高位 1 段丘堆積物には，海棲動物化石や生物擾乱など

海底で堆積したことを示す証拠はなく，砂礫層にマッ

ドクラストが含まれることや砂礫層の淘汰程度，堆積

構造から河成の堆積物と判断される．

　高位 1 段丘積物の 2 試料（上部の層状シルト層の

H1- ②，下部の礫層中に挟まれるレンズ状シルト層

の H1- ③）について花粉分析を行った．その結果，

H1- ③からは十分な数の花粉化石を見い出すことはで

きなかったが，H1- ②からは木本植物花粉化石だけで

202 粒の花粉化石が得られた．（第 2 図 , 付表）H1- ②
からは，Clethra（リョウブ属）の花粉化石が優勢で，

Quercus（subgen. Lepidobalanus）（コナラ属コナラ亜

属）, Alnus (subgen. Alnus）（ハンノキ属ハンノキ亜属），

Cryptomeria（スギ属），の花粉化石が次いで多く検出

された．また，低率ながら暖温帯性常緑広葉樹である

Q. (subgen. Cyclobalanopsis)（コナラ属アカガシ亜属），

Castanopsis/Pasania（シイノキ属 / マテバシイ属）の花

粉化石が産出した．草本植物では Solanaceae（ナス科）

が多量に得られたほか，暖温帯性の Ipomoea （サツマイ

モ属）の花粉化石が得られた．

　2 試料とも Metasequoia（メタセコイア属）など現在

の日本列島には自生しない植物群の花粉化石は検出さ

れなかった．

3.1.2　高位 2 段丘堆積物

　高位2段丘堆積物は，知多半島腹部では分水界付近に，

中部では高位 1 段丘堆積物分布域の東西両側に広く分

布するほか，知多半島先端付近まで断片的に分布する．

特に半田市南部から武豊町に至る分水界の東側にまと

まって分布する（第１図，第 6図）．

　牧野内（1975，1985）によって詳細な層序が検討さ

れた武豊町周辺は，現在では大規模開発が完了して観

察可能な露頭は極めて限られている．このため，本稿

では牧野内（1975）の層序をもとに，本調査の観察結

果を補足して堆積物を記載する．

　本報告の高位 2 段丘堆積物は，「武豊層（小瀬，

1929）」のうち，牧野内（1975）の下部砂礫層を除く

4 部層，すなわち牧野内（1975，1985）の中部シルト

層，中部砂層，上部礫層及び最上部礫・砂・粘土層と，

Makinouchi（1979）の富貴累層（高位段丘層）の一部

に相当する．

　このうち，武豊層の中部シルト層及び中部砂層と確

実に対比できる地層について本調査では露頭状態が悪

く見出すことができなかったが，吉田・尾崎（1986）
によると，武豊町富貴において明瞭な海成シルト層が

見いだされており，そこから後述する花粉及び珪藻化

石が得られている（吉野・丹羽，1976；森，1980）．
　上部礫層は，数 10 cm 間隔で不明瞭に成層し，チャー

ト，粘板岩，砂岩，花崗岩などの多種の礫からなる亜

円礫～円礫を主体とする礫層である（第 6 図）．礫は

チャートを除いてねじり鎌で容易に削られる程度に風

化したクサリ礫が多く，チャートの礫は割れ目が多く

かつ漂白されており，基質は赤褐色（マンセル色表示
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で 5YR5/8 ～ 4/8）を呈する不淘汰な砂まじりシルトか

らなる（第 7 図 A）．

　最上部礫・砂・粘土層は，上部礫層から漸移する細

礫層を基底に伴い，淘汰の良い細粒～中粒アルコース

質砂層と，淘汰の良い粘土～シルト層及びレンズ状に

挟在する礫層からなる．砂層と粘土～シルト層には，

しばしば生物擾乱が認められ（第7図B），赤褐色（5YR4/8
～ 6/8）を呈し，ところにより通称「トラ斑（Mitsui, 
1968）ないしロース斑」と呼ばれる不均一な黄斑状組

織（一例を第 9 図 A に示す）が発達する．知多半島中

部の分水界付近（H2- ⑤及び⑧）では，最上部礫・砂・

粘土層の層準と考えられる細粒～中粒砂とシルト層が

直接東海層群にオーバーラップしている．このうち美

浜町鵜ノ池北東（美浜パーキングエリア南）の露頭（H2-
⑧）では，東海層群を下刻する埋没谷を埋めて最大径

20cm のマッドクラストを基質支持状に含む砂～有機質

シルト層を覆って，薄葉理状の極細粒砂とシルトの互

層が累重し，それが平坦面を構成する．

　本堆積物は，最高所（常
とこなめ

滑市本宮山付近）で標高約

65 m，低いところ（知多市大興寺付近）で標高約 40 ～

45 m に堆積面を構成する．

　本調査では，いずれも最上部礫・砂・粘土層に属す

ると考えられる，武豊町の名鉄深谷トンネル南（H2- ⑤）

の生物擾乱を受けたシルト層，及び美浜町鵜ノ池北東

（H2- ⑧）の砂～有機質シルト層及びその上位の細互層

状の砂シルト層から，花粉分析試料を採取した．試料

2- ⑤からは十分な数の木本植物化石は検出できなかっ

たが，他の 2 試料からは 200 粒以上の木本植物花粉化

石を得ることができた．（第 2 図 ,付表）.

　 花 粉 分 析 の 結 果，H2- ⑤ の シ ル ト 層 か ら は

Cryptomeria，Alnus（ハンノキ属）が優占し，次い

で Pinus，Quercus（subgen. Lepidobalanus 及 び subgen. 
Cyclobalanopsis）が多く含まれる花粉群集が，H2- ⑧の

有機質シルト層（H2- ⑧ -2）からは Rhamnaceae（クロ

ウメモドキ科）と Sciadopitys（コウヤマキ属）が優占し，

Q. (subgen. Lepidobalanus) がこれに次いで産する花粉群

崩土

植被

東海層群泥岩
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第 3 図　武豊町別曽池西の高位 1 段丘堆積物（H1- ③）と高位 2 段丘堆積物（H2- ④）の露頭 .  
　　　　高位 2 段丘堆積物は，高位 1 段丘堆積物及び東海層群泥岩を削り込んで，一段低い位置に堆積面を形成する．

Fig.3        Outcrop of the Higher 1 terrace deposits and Higher 2 terrace deposits near the west bank of the Besso pond in Taketoyo Town.
              � � �The higher 2 terrace deposits cut and overlie upon the higher 1 terrace deposits and Tokai Group, and it form depositional 

surface beneath the higher 1 terrace surface.
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集が，細互層（Ｈ－⑧ -1）からは Pinus 特に P.（subgen. 
Diploxylon）（ニヨウマツ類）が優占し，Cryptomeria
を伴う花粉化石群集が，それぞれ得られた．3 試料か

ら少量ながら共通して Picea（トウヒ属），Betula（カ

バノキ属）といった冷温帯性落葉広葉樹の花粉が少

量検出された一方，H2- ⑤において Quercus（subgen. 
Cyclobalanopsis），H2- ⑧ -2 において Rhamnaceae が得

られている以外に，H2- ⑧ -2 から一定量の Symplocos（ハ

イノキ属 ) 及び少量の Ilex（モチノキ属）が，H2- ⑦の

細互層からは少量の Podocarpus（イヌマキ属）が得ら

れるなど，いずれの層準からも暖温帯性植物花粉化石

が検出されている．

　花粉組成に関する既往研究では，吉野・丹羽（1976）は，

牧野内（1975）の中部シルト層から Quercus，Alnus（ハ

ンノキ属）が最も優勢で Ulmus/Zelkova（ニレ属 / ケヤ

キ属），Corylus（ハシバミ属）が普遍的に産すること，

牧野内（1975）の最上部礫・砂・粘土層から Fagus が
非常に優勢で，Quercus，Alnus，Ulmus/Zelkova を多く

産するほか，Corylus，Carpinus（クマシデ属）などが

普遍的に産することを報告している．また，近藤・木

村（1987）は，牧野内（1975）の中部シルト層から

Quercus，Alnus，Fagus と，それらに次いで，Pinus，
Ulmus/Zelkova を多く産し，Liquidamber を含む花粉群集

が得られたことを報告している．

80
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50
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第 4 図　高位 1 段丘堆積物の主要柱状図 .  

Fig. 4　  Columnar sections of major outcrops of the higher 1 terrace deposits.
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　珪藻化石群集に関する既往研究に関して，牧野

内（1975）は最上部礫・砂・粘土層中の海成粘土から

Cyclotella stylorum（？），Melosira sulcata などの海棲珪

藻を，森（1980）は中部シルト層から Achnanthes 属，

Caloneis 属，Eunotia 属，Rhopalodia 属などの淡水棲の

珪藻化石群集を検出している．

3.1.3　高位 3 段丘堆積物

　高位 3 段丘堆積物は，知多半島全域に分布する明瞭

な堆積面（亀崎面：松田，1969）を構成する地層であ

る．高位 2 段丘と高位 3 段丘は比高の小さな段丘崖で

境され，人工地形改変を受けている場所では，2 つの段

丘を識別しにくい．本報告の高位 3 段丘堆積物は，牧

野内（1975）の高位段丘堆積物の一部，牧野内（1980）
の浦戸累層及び富貴累層の一部，時

とき

志
し

累層，及び吉田・

尾崎（1986）の亀崎段丘堆積物に相当する．なお吉田・

尾崎（1986），近藤・木村 1987）では亀崎段丘堆積物・

高位段丘堆積物は薄い（亀崎地区を除き 1 ｍ以下ない

し3ｍ以下）と記されているが，本調査では牧野内（1980）
の浦戸累層に関する記載と同じく厚さ 10 ｍ以上の堆積

物が確認された．

　本調査で得られた高位 3 段丘堆積物を構成する地層

は，下位から下部礫層，中部砂シル粘土層，中部礫層，

上部砂粘土層及び最上部礫層に区分される（第 8 図）．

下部礫層（第 9 図 A）は，数ｍの層厚をもち，数 10 cm
ごとに成層した礫層である．この部層は，全体に径数

cm ～ 10 cm 程度の，多種の礫からなる亜角～亜円礫を

主体とし，赤褐色の不淘汰な砂まじりシルトないしシ

ルトまじり砂を基質とする．礫の最大径は知多半島南

部の南知多町大井（H3- ⑨）において 20 cm 余りに達し，

多くの場所で高位 3 段丘堆積物の上部礫層と比較して

大きな径の礫が含まれる．場所によって礫は不淘汰で

礫間を基質が支持する．礫の風化程度は上部礫層と比

較して低い．

　中部砂粘土層（第 9 図 B，C）は，層厚 2 ～ 6 ｍ程度

の，上方細粒化する淘汰の良い中粒砂～粘土からなり，

広く追跡できる．下部の砂～シルトにはしばしば生物

擾乱が認められる (第 9 図 D) ほか美浜町河
こ う わ

和（H3- ⑦）

では有機質粘土が挟在し，上部数 10 cm は赤～赤褐色

（2.5 ～ 5YR4/8）を呈する．また，しばしば「トラ斑」

状の組織が認められ，クラックが発達する．佐藤善輝

博士（2017 私信）によると，半田市乙
おっ

川
かわ

北（H3- ③）

の標高 10 ｍ付近の白色シルト層から海棲珪藻化石群集

が得られている．

　中部礫層は厚さ 3 ～ 10 ｍの，径 10 cm 以下の円～亜

円礫を主体とする成層した礫層である（第 9 図 B,D）．

礫層中にはばしば細～粗粒の砂層が挟在する．礫層の

基質は砂を主とし，下部礫層と比較して礫，基質とも

に淘汰が良く，礫の占める率が高い．礫はクサリ礫を

含むが，高位 2 段丘の礫層と比較して風化程度は低い．

知多半島北部の半田市亀崎～乙川地区や知多市日長地

区では，上部砂シルト層が分布せず，中部礫層の最上

部が砂層に上方細粒化し，堆積面を形成している． 
　上部砂粘土層は，知多半島中部以南で上部礫層を覆っ

高位 1段丘堆積物の礫層中の大型トラフ型斜交層理
H1-①　半田市本宮山北西（＝大曽公園西）　
スケールの長さは 3ｍ

高位 1段丘堆積物の礫層中のマッドクラスト
H1-③　武豊町別曽池西
ねじり鎌の柄の長さは 37cm

第 5 図　高位１段丘堆積物の露頭写真 .

Fig. 5       Photos of the higher 1 terrace deposits.　
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て分布する，厚さ 2 ～ 3 ｍの淘汰の良い細粒砂～粘土

層である．灰白色ないし赤～赤褐色（5YR4/8，一部で

2.5YR6/8）を呈し，生物擾乱が認められる（第 9 図 E）．
しばしば「トラ班」状の組織が発達する（第 9 図 F）．
最上部礫層は，知多湾側の美浜町河和付近（M3- ⑦）

でのみ未確認された，厚さ 1 ｍ程度の円礫を主とする

砂礫からなる．

　本調査では武豊町武豊西（桜ケ丘）の上部砂シルト

層（H3- ④）の，生物擾乱を受けたシルト層（H3- ④
-2）とその上位の粘土層（H3- ④ -1）から 2 試料の花粉

分析試料を採取し，H3- ④ -1 からは多量の花粉が検出

された．（第 2 図 ,付表）.

H3- ④ -1 では Pinus（subgen. Diploxylon）（マツ属ニヨ

ウマツ類）が優先し，次いで Fagus crenata type（ブナ

属（ブナ型））が多く得られた．また，H3- ④ -2 から

は木本植物花粉総数は 40 と十分でないが Q. (subgen. 
Cyclobalanopsis) が高率で得られた．このほか，２試料

から共通して Q. (subgen. Lepidobalanus），Podocarpus，
Cryptomeria，Fagus な ど が 得 ら れ た．H3- ④ -1 に

は Abies や Tsuga といった冷温帯性植物の花粉化石

も少量含まれるが，H3- ④ -2 からは冷温帯に特有な

分類群の花粉化石は検出されない一方，Q. (subgen. 
Cyclobalanopsis)，Podocarpus のほか Mallotus（アカメ

ガシワ属），Camellia（ツバキ属）といった暖温帯性常

緑広葉樹の花粉化石が得られた．

3.2　中位段丘堆積物

　知多半島の中位段丘堆積物は，従来知多湾側北部の

半田層（松田，1969 の半田面構成層），中部の新
しんでん

田累層

（牧野内，1980），南部の矢
や

梨
なし

累層（牧野内，1980），伊

勢湾側北部の多
た や

屋累層（牧野内，1980），南部の野間層

（近藤，1962）などが中位段丘の堆積物として記載され

てきた（たとえば桑原，1982；吉田・尾崎，1986）．
　これらは現生種の貝化石を多く産出すること（た
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クラック帯

花粉試料採取層準

粘土

生物擾乱

直立植物根

マッドクラスト

有機質土

おっかた

第 6 図　高位 2 段丘堆積物の主要柱状図 .  

Fig. 6       Columnar sections of the higher 2 terrace deposits of major outcrops.
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とえば近藤，1962；糸魚川・木村，1985；細山ほか，

1987）や表土の色調（主として 7.5YR5/8 ～ 6/8 の黄

褐色を呈すること）や , 段丘面の発達程度などから最

終間氷期の堆積物とされてきた（たとえば濃尾平野第

四系研究グループ，1977；小池・町田，2001）．一方，

Makinouchi et al. (1990)，牧野内ほか（1992）は，野間

層中の海成泥層中からクリプトテフラを洗い出し，堆

積年代の確定を試みたところ，野間層下部の海成粘土

層から濃尾平野の十四山コアの Am3 層中の AJ 147（古

澤，1990）に対比され，MIS 7 に降下したと考えられる（町

田・新井，2003）阿多—鳥浜テフラ（Ata-Th：新井・町田，

1992）に由来する火山ガラスが検出されたことを報告

している（牧野内ほか，1992）．しかし，クリプトテフ

ラ分析の結果と従来の段丘面対比は相反しているため，

本調査では花粉組成から濃尾平野の地下地質と対比を

試みた．

　中位段丘面は，半田市市街や常滑市市街などの沿海

部で比高 3 ～ 5 ｍの段丘崖で境された 2 段の段丘に区

分される．本稿ではこのうち高い方の段丘を中位 1a 段

丘，低い方の段丘を中位 1b 段丘として記載する．また，

知多半島南端部の狭い範囲には，中位 1a 段丘より一段

低位置に，薄い海成砂礫層などからなり一部で全く固

有の堆積物を伴わない浸食段丘面が認められる．これ

を中位 2 段丘面（堆積物）として記載する．中位 2 段

丘堆積物は中位 1b 段丘堆積物と同時異相の堆積物であ

る可能性がある．

高位 2段丘堆積物最上部礫・砂・粘土層中の生物擾乱　ねじり鎌の柄の長さは 37cm
H2-⑥　美浜町鵜ノ池北東（知多カントリークラブ南）　　　　　H2-⑨　南知多町乙方

高位２段丘堆積物の上部礫層全体とその近接写真
H2-⑨　南知多町乙方

A

B

第 7 図　高位 2 段丘堆積物の露頭写真 .

Fig. 7       Photos of the higher 2 terrace deposits outcrops. 
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3.2.1　中位 1a 段丘堆積物

　中位 1a 段丘は，知多半島全域に広範囲に分布する段

丘で，伊勢湾側の美浜町野間地区では段丘構成層の模

式的な層序が発達し，現在でも比較的露頭状態が良い．

野間地区の本層（野間層）を詳しく記載した近藤（1962）
は，下位から野間下部砂層，野間中部シルト層，野間

上部砂層に区分したが，さらに野間内
う と げ

扇地区について

詳しく調査した牧野内ほか（1992）は，本層を下部砂

層，下部海成粘土層，中部砂層，上部海成粘土層，上

部砂層の 5 部層に区分し，このうち下部砂層，下部海

成粘土層，中部砂層 3 部層が東海層群の谷地形を埋積

する形で堆積する一方，上部海成粘土層と上部砂層の 2
部層は中部砂層以下の地層にオーバーラップして堆積

することを明らかにした．同様の層序は，伊勢湾側の

常滑市多屋地区（牧野内，1980 の多屋層）でも認めら

れる．本稿では，この層序区分を踏襲して記載するが，

知多半島南部の南知多町片名地区から内海地区におい

て中新統師
もろざき

崎層群を覆って堆積面を形成する薄い砂礫

層を上部砂礫層として追記する．

　下部砂層と下部海成粘土層は美浜町野間の日本福祉

大学キャンパス周辺の，東海層群上面を削剥した埋没

谷（近藤，1962 に示された野間層基底の埋没谷地形）

を埋めて分布する．

　下部砂層には，基底部にチャネルの谷壁をなす厚さ

約 1 ｍ以下の薄い礫層の部分（M1a- ⑤，⑩）と，チャ

ネルの軸部に位置し厚い砂からなる部分（M1a- ⑥）が

ある．谷壁部の下部砂層は，下位の東海層群起源と考

えられる亜角～角礫状のマッドクラストを多く含み，

泥まじりの砂を基質として含む．一方，チャネル軸部

では厚さ 8 ｍ以上の，泥を含まない淘汰の良いアルコー

ス質細粒砂を主体とし，下部では細礫径のマッドクラ

ストを層理状に含む．この砂層の下部ではトラフ型斜

交層理，上部では平行層理が発達する．

　下部海成粘土層は，湿潤状態で灰色～青灰色を呈し，

乾燥状態では露頭表面に黄灰色粉が析出する，塊状な

いし不明瞭に成層した粘土～シルトを主体とする．下

部海成粘土層の全体に生物擾乱が認められ（第 11 図 A），

下部にはしばしば層状に寝た状態の木片が含まれるほ

か，上部は若干有機質で，場所によって（M1a- ④，⑨）

厚さ 3 ｍ程度のトラフ型斜交層理をもつ極細粒砂をレ

ンズ状に挟有する（第 11 図 B）．下部海成粘土層の上

高位 3段丘堆積物の下部礫層
H3-⑨　南知多町大井
ねじり鎌の柄の長さは 37cm

高位 3段丘堆積物の中部砂粘土層および中部礫層
上部砂粘土層（ねじり鎌付近）に生物擾乱が認められる
H3-⑥　武豊町富貴北西
ねじり鎌の柄の長さは 37cm

高位 3段丘堆積物の中部砂粘土層
H3-⑨　南知多町大井
ねじり鎌の柄の長さは 37cm

高位３段丘堆積物の上部砂粘土層の
シルト中に認められる「トラ斑」
H3-⑦　河和北
ねじり鎌の絵の長さは 37cm

A B

D

C

高位 3段丘堆積物の中部砂粘土層および中部礫層
H3-⑦　美浜町河和北

高位 3段丘堆積物の上部砂粘土層
に認められる生物擾乱
H3-⑥　河和南
ねじり鎌の柄の長さは 37cm

E F

第 9 図　高位 3 段丘堆積物の露頭写真 .

Fig. 9       Photos of the higher 3 terrace deposits. 
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部は次第に上方粗粒化し，砂を含むようになる．

　中部砂層は，下部海成粘土とはしばしば明瞭な境界

面を以てその上に累重する（第 11 図 C）．中部砂層は

泥分を含まない淘汰の良いアルコース質極細粒～細粒

砂からなり，平行層理ないし浅いトラフ型斜交層理が

発達する．中部砂層の上部は上方細粒化し，上部海成

粘土層に漸移する．場所により（M1a- ⑩），中部砂層

下部に東海層群に由来すると考えられる泥岩のマッド

クラストが密に含まれるほか，層状に細礫を挟有する

（M1a- ⑩）．

　上部海成粘土層は，湿潤状態では白色～灰色，乾燥

状態では黄褐色を呈する不明瞭成層状ないし塊状のシ

段丘堆積物

中新統師崎層群

知多半島南部で師崎層群を薄く覆う中位 1a 段丘堆積物
南知多町片名　(M1a‐①）

F

上部砂層の層相
美浜町鵜ノ池西方（M1a-⑬）

E

上部海成粘土層の生物擾乱
美浜町奥田東（M1a－⑩）

D

野間層の露頭
常滑市小鈴谷　（M1a-⑭）

下部海成粘土層

中部砂層

上部海成粘土層

C

下部海成粘土層の生物擾乱
美浜町奥田東　(M1a-⑩）

A

下部海成粘土層中に挟在するチャネル状の砂層
美浜町奥田日本福祉大キャンパス北　（M1a－⑨）

B

砂層 海成粘土層砂層 海成粘土層

第 11 図　中位 1a 段丘堆積物の露頭写真 .

Fig.11        Photos of the middle 1a terrace deposits outcrops.
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ルトを主体とする．上部海成粘土層は全体に著しく生

物擾乱を受けている（第 11 図 D）．また，M1a- ⑦，⑨

など場所により低濃度の有機質層を挟有する．上部海

成粘土層の上部は上方粗粒化し，上部砂層に漸移する．

　上部砂層は，多くの場所で上部海成粘土層から整合

漸移するが，美浜町坪山池（M1a- ⑧）など所によって

は明瞭な境界によって両者が接する．明瞭な境界を以

て上部海成粘土層に累重する場所では，上部砂層基底

部にマッドクラストが層状ないしレンズ状に挟在する．

上部砂層は淘汰の良い細粒アルコース質砂を主体とし，

乾燥状態では 7.5YR5/8 ～ 6/8 程度の黄褐色を呈する．

また，上部砂層にはしばしば平板状ないしトラフ型斜

交層理が認められる（第 11 図 E）．美浜町鵜の池北西

（M1a- ⑬）においては砂層中にレンズ状の有機質土が

挟在する．

　上部砂礫層は，中新統師崎層群分布域に分布する，

師崎層群が削剥された波食棚を覆う，厚さ 4m 以下の砂

礫層である（第 11 図 F）．一連の上方細粒化する円礫～

細粒砂層ないしベニヤ状の円礫層からなり，地表付近

は黄褐色（7.5YR4/6 ～ 7.5YR5/8）を呈する．

　本調査では，野間地区の 3 露頭頭（M1a- ④，M1a-
⑨，M1a- ⑩）において下部海成粘土層を中心にその上

下位の砂質層を含む層準より粘性土を連続的に採取し，

クリプトテフラが含まれていないか顕微鏡下で確認し

たが，検鏡の結果，火山ガラスの濃集層を見いだすこ

とはできなかった．

　また，本層は標高 10 ～ 40m に堆積面を構成する．堆

積面は西（伊勢湾）側で高く，東（知多湾）側で低い

が，これは知多半島が東ないし北東に傾動したため（牧

野内，1980；小松原・佐藤，本報告）と考えられる．

　本調査では，M1a- ③の下部砂層（M1a- ③ -4）か

ら１試料，同露頭の下部海成粘土層（下位より順に

M1a- ③ -3 ～ 1）から 3 試料，M1a- ⑭の下部海成粘土

層（M1a- ⑭ -3）から 1 試料，上部海成粘土層（下位よ

り順に M1a- ⑭ -2，1）から 2 試料，M1a- ⑩の上部海成

粘土層（下位より順に M1a-ｍ⑩ -3 ～ 1）から 3 試料，

M1a- ⑬の上部砂層中に挟在する有機質土層（下位より

順に M1a- ⑬ -2，1）から 2 試料の，計 12 試料について

花粉分析を行った（第 12 図，付表）．M1a- ⑩，⑬，⑭

の露頭から採取した試料には，Dacrydium（ダクリデイ

ウム属），Sequoia（セコイア属），Metasequoia，Carya（ペ

カン属），Liquidamber（フウ属）及び Nyssa（ヌマミズ

キ属）という東海層群に多く含まれるものの，現在の

日本列島に自生しないメタセコイア植物群の花粉化石

が含まれていた．このうち Liquidamber 以外は高位段丘

堆積物からは検出されなかったことから考えて誘導化

石である可能性が高く，これらを除外して記載する．

　分析した全試料から Cryptomeria が産出したほか，下

部海成粘土層から上部海成粘土層に至る層準からは共

通 し て Q. (subgen. Lepidobalanus)，Fagus crenata type
及び Pinus 特に P.（subgen. Diploxylon）が比較的多く

産出した．これらに次いで Abies，Picea，Sciadopitys，
Carpinus/Ostrya，Juglans/Pterocarya ，Alnus (subgen. 
Alnus）及び Ulmus/Zelkova が多く産出した．冷温帯性

の落葉針葉樹及び広葉樹（上記の Abies，Picea，Tsuga，
に加え少量の Betula が産出する一方，Podocarpus，Q. 
(subgen. Cyclobalanopsis)，Ilex，Camellia（ツバキ属），

Lagerstroemia（サルスベリ属）といった暖温帯常緑広

葉樹の花粉が検出された．

　なお，Hayasaka and Iwai (1960)，近藤（1962），糸魚川・

木村（1985）及び近藤・木村（1987）は野間地域の本層（下

部おび上部海成粘土層）から海棲貝化石の産出を報告

している．

3.2.2　中位 1b 段丘堆積物

　中位 1b 段丘堆積物は，知多湾側の武豊町以南の海岸

沿いに広く分布する段丘堆積物である（第 13 図）．こ

の段丘堆積物は，牧野内（1980）により矢梨層及び新

田層とされたものに相当する．

　中位 1b 段丘堆積物と中位 1a 段丘堆積物の関係は美

浜町時志（M1b- ②）と同町矢梨（M1b- ③）で確認で

きる．両地点では，中位 1a 段丘堆積物の上部海成粘土

層ないし上部砂層と考えられる，生物擾乱を受けた堆

積物を覆って厚さ4~10 mの成層状砂礫層が累重する（第

13 図）．砂礫層には砂礫層には平板状ないしトラフ状の

斜交層理が認められる（第 14 図）．砂礫層中の礫は亜

円～円礫を主とするが亜角礫も含まれる．礫層の基質

には泥分が含まれるほか，少量のマッドクラストが認

められる．砂礫層中にはしばしば砂ないし低有機質シ

ルト層がレンズ状に挟在する（M1b- ③・④）．堆積物

の最上部は上方細粒化し，黄褐色（7.5YR5/8 を主とし，

部分的に 5YR5/8 を呈する）の砂～シルト層に漸移し，

これらの細粒砕屑物が段丘面を構成する．

　M1b- ④（豊浦）の低有機質シルト層について花粉分

析を行ったところ，花粉の含有量は非常に少なかった

ものの，Cryptomeria 及び Rutaceae（ミカン科）の花粉

化石が得られたこと（第 12 図）から，温暖期の堆積物

である可能性が高いと考えられる．

3.2.3　中位 2 段丘堆積物

　中位 2 段丘堆積物は，知多半島南端部の南知多町師

崎周辺にわずかに分布する段丘堆積物である．

　中位 2 段丘は，中位 1b 段丘との比高が小さいことか

ら，両者が同時代に形成された可能性を否定できない．

しかし，知多半島東岸南部・南知多町大井以北に分布

する中位 1b 段丘は河成堆積物によって構成された堆積
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段丘である一方，その南に分布する中位 2 段丘は海成

の浸食段丘であることから，本稿では 2 つの段丘を別

の段丘として取り扱う．

　中位 2 段丘堆積物は，厚さ数 m 以下の，背後斜面に

分布する中新統・師崎層群起源の泥岩礫を主体とし，

花崗岩や砂岩及び粘板岩の礫を含む成層した砂礫層や

薄いシルト層からなるが，南知多町片名では段丘堆積

物を欠いて中新統・師崎層群泥岩が平坦面に露出する．

礫は円礫からなる．表層部にマンセル色表示で 7.5YR 
5/8 を呈する表土を伴う．

　中位 2 段丘堆積物は，分布及び成層した円礫層から

なることから，海成段丘堆積物と考えられる．この堆

積物中には，花崗岩など遠方に分布する地層に由来す

る礫が含まれることから，これらは周辺に分布する中

位 1a 段丘堆積物から再堆積した可能性が高い．

4.　層序と花粉群集に基づく知多半島の段丘堆積物と濃

尾平野地下の基準層序との対比

　濃尾平野地下の上部第四系層序は，桑原（1975，
1980，1985），濃尾平野第四系研究グループ（1977）な

どによって確立され，古澤（1990）のテフラ研究や須
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第 12 図　中位段丘堆積物の木本花粉ダイアグラム .

Fig. 12       Pollen diagram of the middle terraces in the Chita peninsula.
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貝ほか（1999）のテフラ・古地磁気研究によって年代

目盛が入れられている．また，濃尾平野第四系研究グ

ループ（1977），吉野ほか（1980）及び須貝（本報告

集）は，層序の確立されたボーリングコアを対象とし

て系統的な花粉分析を行い，花粉層序を確立している．

特に須貝ほか（1999）と須貝（2025）は，①濃尾平野

地下には上位から順に，南陽層・熱田層及び海部層の

Am3 層・Am2 層・Am1 層の海成粘土層があり，それぞ

れ MIS 1，5，7，9，11 の間氷期に対応していること，

② MIS 11（Am1 層）と MIS 1（南陽層）では Quercus 
(subgen. Cyclobalanopsis）が特徴的に優占すること，

③ MIS 17 ～ 13（弥冨層群相当層）では，Cryptomeria
と Ulmus / Zelkova が優占する一方，Quercus (subgen. 
Lepidobalanus) の出現率は低いこと，などを明らかにし

た．

　これを基に，知多半島の中位・高位段丘堆積物と濃

尾平野地下の基準層序を対比すると，以下の解釈が可

能である．

1）濃尾平野地下のチバニアン期の海成堆積物の中で

Am1 層は Q. (subgen. Cyclobalanopsis）が特徴的に優占

する花粉化石組成によって特徴づけられ，このことが

対比の根拠となると考えられる．一方，知多半島で明

瞭な堆積面を構成し，生物擾乱などの堆積学的特徴や

海棲生物化石の産出から，高海水準期の段丘と考えら

れる高位 2 段丘，高位 3 段丘及び中位 1a 段丘の 3 段の

段丘堆積物の花粉化石組成では，いずれも Q. (subgen. 
Cyclobalanopsis）の占める割合は高くない．したがって，

これらの海成段丘堆積物は，海部層と熱田層の 4 つの

間氷期堆積物のうち，Q. (subgen. Cyclobalanopsis）が優

占する Am １層を除く，Am 2 層，Am 3 層及び熱田層

のいずれか，すなわち MIS 9，7，5 に対比される可能

性が高い．

2）知多半島の高位 2 段丘，高位 3 段丘堆積物は，赤～

赤褐色の土壌を伴いクサリレキを多く含むこと，中位

1a 段丘堆積物は黄褐色土壌を伴い，クサリレキは少量

に過ぎないものの風化礫を主体としていること，とい

う特徴をもつ．前者の特徴は日本列島の暖温帯に位置

する高位段丘堆積物と，後者の特徴は中位段丘と共通

することが知られている（加藤ほか，1977）．
　このような特徴をもつ，日本列島の暖温帯における

高位・中位の間氷期の段丘堆積物のうち，特にテフラ

によって確実に編年されている段丘堆積物と比較・編

年する．

　前者の特徴を持つ，関東平野西部の相模川の河成段

M1b-①
武豊町富貴

M1b-②
美浜町時志

M1b-③
美浜町矢梨

M1b-⑤
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第 13 図　中位 1b 段丘堆積物の主要柱状図 .

Fig. 13       Columnar sections of the middle 1b terrace deposits of major outcrops.
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丘堆積物・寸
す あ

沢嵐
らし

礫層（皆川，1969）は MIS 6 に降下

した Tam-6 テフラに覆われ（今泉・吉山，1999），多摩

丘陵の海成段丘堆積物・藤沢層（遠藤・上杉，1972；岡，

1991）とそれに対比されるおし沼砂礫層（羽鳥・寿円，

1958）は MIS 8/9 境界に降下した八ヶ岳ゴマシオテフラ

（Yt- Ｇ o1）に，それぞれ覆われる（貝塚ほか，2000）．
同じく前者の特徴を持つ宮崎平野の河成段丘堆積物・

茶臼原層（遠藤・鈴木，1986）は MIS 7/ 8 境界に降下

した（町田・新井，2003）阿多—鳥浜テフラ（Ata-Th）
を下部に挟有する（西山ほか，2001）．また茶臼原礫層

よりも古期の高位段丘堆積物（東原段丘堆積物）も同

じくクサリ礫を主とする礫層からなり赤色表土を伴う

（遠藤・鈴木，1986）．これらから，被覆層の厚さによっ

て礫の風化程度に違いはあるものの，関東～九州の暖

温帯において赤～赤褐色の土壌を伴いクサリレキを多

く含む礫層を伴う間氷期の段丘堆積物は，従来から高

位段丘堆積物とされてきた MIS 7，MIS 9 ないしそれ以

前の堆積物に対比できる．

　一方，黄褐色土壌を伴い，風化礫を多く含むがクサ

リレキは少量に過ぎない，など中位段丘堆積物の特徴

は，最終間氷期の MIS 5e に降下した箱根吉沢下部テフ

ラ群（Hk-KlP）に直接覆われ，神奈川県沿岸陸域に広

く分布する海成段丘堆積物・下末吉層（大塚，1930；高野，

1984；岡，1991）や，MIS 5e 中の古地磁気層序の Blake 
event 以前・恐らく MIS 5e /6 境界期に降下したと考え

られている（星住ほか，2024）阿蘇 -3 テフラ（Aso-3）
を堆積物中に挟有し，MIS 5c/5d 境界期に降下した（町

田・新井，2003）阿多テフラ（Ata）に覆われる宮崎平

野の三財原段丘堆積物（長岡，1986）と一致する．

　このような層相上の特徴と，前述の花粉組成を合わ

せると，知多半島の高位 2 及び高位 3 段丘堆積物は，

MIS 9 及び 7 すなわち海部層中の Am-2 層及び Am-3 層

に，中位 1a 段丘堆積物は MIS 5e すなわち熱田層下部

に対比することができる．

3）高位 1 段丘堆積物は，河成堆積物ではあるが，

Querucus (subgen. Lepidobalanus) が高い比率を占める

こと，暖温帯性の植物の花粉を多く含み，かつメタセ

コイア植物群の花粉を含まないこと，からこの地層

も海部層中の間氷期の堆積物に対比される可能性が高

い．一方，前述のように高位 2 段丘堆積物・高位 3 段

丘堆積物をそれぞれ Am 2 層，Am 3 層に対比した場

合，本層は必然的に Am1 層に対比されることになる．

しかし高位１段丘堆積物の花粉組成中で，Q. (subgen. 
Cyclobalanopsis）の占める割合は高くないため，この対

比にはなお検討の余地がある．

4）高位３段丘堆積物には，礫層（中部礫層）を挟んで

2 層準の生物擾乱を受けた細粒堆積物（中部及び上部

砂粘土層）がある．それらは高海面期の海成ないし湿

地成の堆積物と考えられる．須貝ほか（1999）による

と GS-NB-1 ボーリングにおいて Am3 層は礫層を挟ん

中位１b段丘堆積物
南知多町豊浦北（M1b-④）と礫層の近接写真（M1b-③美浜町矢梨）

A

B

第 14 図　中位 1b 段丘堆積物の露頭写真 .

Fig. 14       Photos of the middle 1b terrace deposits.



知多半島の中位～高位段丘堆積物の層序と花粉組成

－ 19 －

で 2 層に区分され，礫層の下位が MIS 7.5，上位が MIS 
7.3 ないし 7.1 に対比される（須貝，本報告集）．また，

MIS 7 の間氷期には複数の高海面期とその間の海退期が

存在することが古気候学的研究で明らかにされており

（たとえば Spratt and Lisiecki, 2016），知多半島のような

隆起地域において 2 層の海成層が上下に累重する段丘

堆積物が形成されたことは，2 期の高海水準期が短い海

面低下期を挟んで短時間に繰り返されたことに対応す

るものと考えられる．これらは，知多半島の高位 3 段

丘堆積物と濃尾平野地下の Am3 層が対比でき，これら

がともに MIS 7 に形成されたという前記の考えを支持

する．

5.　既往研究の層序との対応に関する検討

　本調査の見解は，①武豊層と高位段丘堆積物の関係

（牧野内，1975，1980），②高位段丘堆積物の区分（牧野内，

1975，1980；吉田・尾崎，1986；近藤・木村，1987），
及び③野間地区の中位 1a 段丘堆積物の下部海成粘土層

からは MIS 7 に降下したとされる Ata-Th 起源のクリプ

トテフラが見出されている（牧野内ほか，1992）が本

調査ではこれが検出されなかったこと，の 3 点で既往

研究と異なっている．これらの点について以下にまと

める．

5.1　「武豊層」及び高位段丘堆積物の層位と区分ついて

　本調査では大規模人工地形改変前の地形の判読によ

り，武豊層（小瀬，1929）について堆積面を有する地

区と堆積面が認められない地区に分けられること，及

び既往の地質研究において「高位段丘堆積物」と一括

されてきたものは，「武豊層」分布域の中にある高位の

面と，それより 5 ～ 10 ｍ低い場所にあって従来の研究

では「亀崎段丘堆積物」とされてきた低位の面に 2 分

されることを見出した．この見方は，既往の地形研究（松

田，1969：国土地理院，1976，1978）と同様である．また，

第 3 図の大規模露頭において，「武豊層」が階段状の不

整合によって 2 つの地層に区分されること，そのうち

段丘崖の上側に分布するものは堆積面を持たない河成

堆積物であること，が確認された．一方，段丘崖下側

に分布する堆積物は，露頭最上部で上方細粒化し，地

形からみても標高 60 ｍ付近の平坦面を直接構成してい

る可能性が高い．この平坦面は，別曽池の東から武豊

町富貴にかけて広く尾根上に分布する高位 2 段丘面に

連続する可能性が高い．高位 2 段丘面を構成する地層

は，最上部に生物擾乱が見出されること（第 6 図）など，

浅海成層の特徴をもち，海成段丘堆積物と考えられる．

　一方，牧野内（1975，1985）によって詳細に武豊層

の層序が検討された武豊町の市街地周辺では既に露頭

が大部分失われており，層序を完全に確認することは

できなかったが，牧野内（1975）で 2 層の海成層（中

部シルト層及び最上部礫・砂・粘土層）が同じ露頭で

確認された場所は，すべて本調査の高位 2 段丘堆積物

ないし高位 3 段丘堆積物の分布地域に位置する．また，

この 2 層準のうち最上部礫・砂・粘土層からは海棲珪

藻が得られている一方，中部シルト層からは淡水棲珪

藻群集が得られている（森，1980）．
　以上から，筆者は既往の地質学的研究において武豊

層とした地層は 2 層に区分される可能性が高いと考え

る．

　また，知多半島は起伏が小さく，かつ高位段丘面は

開析が進み，小さな地形面に分割されていることに加

え，米軍の空中写真判読以前から尾根頂部まで農地造

成による小規模な人工地形改変が行われており，高位 2
段丘と高位 3 段丘のような比高 10 ｍ以下の小さな段丘

崖を地形的に判読することはしばしば困難である．こ

のことが，前述の武豊層の認識とも相まって両段丘の

堆積物が高位段丘として一括されてきた背景ではない

だろうか．

　しかし，高位 3 段丘面と高位 2 段丘面が最も模式的

に識別できる武豊町市街地から同富貴の周辺では現地

調査時には既に大規模な露頭が失われており，特に高

位 2 段丘堆積物に関しては良好な状態の露頭を観察で

きなかった．このため，本調査に不備がある可能性を

否定できない．

5.2　中位 1a 段丘堆積物について

　前述のように Makinouchi et al. (1990)，牧野内ほか

（1992）は美浜町内扇地区で本報告の中位 1a 段丘面の

下に位置する露頭より Ata-Th のクリプトテフラ粒子を

見出したが，本調査時にはこの露頭が失われており，

代わりに 3 か所の露頭で中位 1a 段丘堆積物中の泥質

堆積物を連続採取してクリプトテフラ抽出を試みたが，

クリプトテフラと認定できる粒子は検出されなかった．

　今の段階では中位 1a 段丘堆積物を最終間氷期の堆積

物と確定することはできないが，本報告では礫の風化

程度や表土の色調を重視して，濃尾平野の熱田層下部

に対比した．この点に関連して，Makinouchi et al. (1990)，
牧野内ほか（1992）との見解の相違と解釈変更につい

て筆者の考えを述べる．

　Makinouchi et al. (1990)，牧野内ほか（1992）によっ

て Ata-Th のクリプトテフラが検出された地点は，中位

1a 段丘堆積物が丘陵の中に入り込むように分布する埋

没内湾の南縁にあたり，その背後（南側）の丘陵には

高位 3段丘面が分布する．また，Makinouchi et al. (1990)，
牧野内ほか（1992）が Ata-Th を検出した層準は，同一

露頭で 2 層認められる海成粘土層のうちの下位の粘土
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層（下部海成粘土層）の下部であった．下部海成粘土

層は砂層（中部砂層）に覆われるが，中部砂層は下部

海成粘土層を削り込むことなく下部海成粘土が埋め残

した凹地を平坦にならすように堆積しており，両者間

に時間間隙は認められていない．また，中部砂層を覆

う上位の粘土層（上部海成粘土層）は，標高 20 m の一

定高度で，中部砂層の堆積構造を切ることなく覆って

いることから，牧野内ほか（1992）は両者間に大きな

時間間隙はなく，短期間の海面低下期に中部砂層が堆

積し，それに引き続く顕著な海進期に上部海成粘土層

が中部砂層上にオーバーラップして堆積したと解釈し

ている．

　しかし，①高位 3 段丘堆積物中の 2 層の海成粘性土

層のうちの下位のもの（中部砂粘土層）は側方連続性

がよく，場所によっては細粒（粘土質）で野間地域の

中位 1a 段丘堆積物の下部海成粘土層と区別つけがたい

部分があること，②露頭状態が良かった時代に作成さ

れたと考えられる近藤（1962）の野間層基底の等高線

図によると，内扇地区はこの堆積物基底の埋没谷から

離れた場所にあること，の 2 点から，Ata-Th のクリプ

トテフラ粒子を産出した海成粘土層が中位 1a 段丘堆積

物の下部海成粘土層と確定することは難しく，高位 3
段丘堆積物の中部砂粘土層である可能性も残されると

解釈した．

　このように本堆積物の年代についてはいまだ確定で

きていないことには十分留意して再検討する必要があ

ることを強調したい．この点について再検討すること

が強く望まれる．

6.　まとめと今後の課題

　本調査では米軍撮影空中写真を基に地形判読を行い，

現地踏査によって段丘面を構成する堆積物を記載する

こと，及び花粉組成を調べることによって，知多半島

の上部第四系の層序・環境を推定し，濃尾平野の基準

層序との対比を試みた．

　まず，小松原（2020）からの修正点は，以下の点である．

　①段丘面の高度を再検討して高位 2 段丘堆積物と高

位 3 段丘堆積物の区分を一部変更した．花粉分析試料

採取地点のうち，高位 2 段丘堆積物の H2- ⑧地点は小

松原（2020）では高位 3 段丘堆積物の露頭として記載，

また高位 3 段丘堆積物の H3- ④地点は逆に高位 2 段丘

堆積物の露頭として記載していたが，これらを含めて

修正した．

　②中位 1a 段丘堆積物の M1a- ③地点について小松原

（2020）では高位 3 段丘堆積物の中部砂粘土層として記

載していたが，再調査により中位 1a 段丘堆積物の下部

海成粘土にあたると判断して訂正した．

　③小松原（2020）で中位 1 面（堆積物）とした段丘

は本報告の中位 1a 段丘面（堆積物）に，中位 1’ 面（堆

積物）とした段丘は中位 1b 段丘（面）に対応する．

　知多半島の更新統の層序については次の知見を得た．

　①知多半島の脊梁部には堆積面を構成していない

河成堆積物（高位１段丘堆積物）が存在する．これ

は，メタセコイア植物群の花粉を含まず，かつ Q. 
(subgen. Lepidobalanus)（コナラ属コナラ亜属）が多

く，少量ながら暖温帯性の常緑広葉樹である Q. (subgen. 
Cyclobalanopsis)（コナラ属アカガシ亜属），Castanopsis/
Pasania（シイノキ属 / マテバシイ属）の花粉を産する．

これは濃尾平野地下の海部層中の間氷期堆積物に対比

できる可能性がある．

　②高位１段丘堆積物分布域よりも低い場所に，クサ

リ礫を多く含み赤色（5 ＹＲ系統）の表土を伴い，かつ

海成堆積物を有する，2 段の段丘面を構成する，高位

段丘堆積物（高位 2 及び高位 3 段丘堆積物）が存在す

る．この 2 つの段丘堆積物は，ともに Quercus (subgen. 
Lepidobalanus) の花粉を多く含むことから濃尾平野地下

の海部層に対比される可能性が高い．このうち特に高

位 3 段丘堆積物は，2 層の細粒層とその間に礫層を挟有

することから，Am3 層に対比される可能性が高い．

　③中位 1a 段丘堆積物は，表土が黄褐色（7.5YR 系統）

を示すこと，谷埋め状の海成層とそれにオーバーラッ

プする海成層を含むことから，南関東の下末吉層など

最終間氷期の堆積物に対比される可能性が高い．花粉

組成もこの対比と矛盾しない．しかし，既往研究では

下部の谷埋め状の海成堆積物から Ata-Th に対比される

可能性があるクリプトテフラが得られているのに対し，

筆者の調査では 3 か所で連続的に資料を採取・分析し

たにもかかわらずクリプトテフラを検出できなかった．

この点を含め，中位 1a 段丘堆積物の年代については，

なお検討が必要である．

　以上のように，本調査ではテフラを検出することが

できず，段丘堆積物を濃尾平野の基準層序と確実に対

比できたとは言い難い．また，知多半島では大規模な

人工露頭が失われ，昭和期のような地表調査中心の地

質調査には限界がある．ボーリング調査を含め，さら

に対比・編年を明確にする必要がある．
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